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飯島賢二の 『恐縮ですが…一言コラム』 

 

第 312 回 人口～現状日本の実態！ ～「国勢調 査」からの情報提供です 

2009.5.17 

【総 人口】 

総務 省は先日（4 月 16 日）、国勢 調査 を基にした 08 年 10 月 1 日現在 の年齢・都道 府県別推

計人 口を発 表した。総人口は１億 2,769 万 2,000 人 で、前 年より７万 9,000 人減り、３年ぶりにマイ

ナスとなった。 

 

【元 号別】 

１９４５（昭 和 20）年 8 月 15 日以降 の戦後生まれは 9,645 万 6,000 人と、総人 口の 75.5％を占

め、推 計を取り始めた１９５０年 以来初めて 75％を超 えた。４人に３人が初めて戦後 生まれとなった。

元号 別にみると、昭和生まれが 9,883 万 3,000 人で全体 の 77.4％と最 も多く、平成生まれが 2,298

万人となり、総人口の 18％に達した。大正生 まれは同 4.4％、さすがに明治生まれは、全体の 0.2％、

更に更に、「明治は遠 くなりにけり」である。 

 

【都 道府県別】 

一方 、都道府県 別人口では、東 京都が 1,283 万 8,000 人と最多 で全人 口の 10.1％。人口が増

加 したのは東 京 、愛 知、滋賀、神 奈川 、千 葉、埼玉 、沖 縄 の７都 県にとどまり、前 年 より３県 減 少し、

初 めて１けた台 となった。大 都 市 圏 などへの人 口 流 入 傾 向 を裏付 けているほか、沖 縄 県 は出 生 率

が高 いことが要 因 だった。逆に、7 都 県 以 外は全て、人 口 は減 少 している。最 も人口が減 ったのは

秋田 で、青森、高 知、長崎と続く。 

 

【年 齢別】 

年 齢との関係をみると、14 歳以 下の「年少人 口」が増えたのは東京 だけ。15～64 歳の「生産年

齢人 口」は山形以 外のすべての都道府 県で減 った。75 歳以上の後期 高齢者が年少 人口 を上回っ

たのは 12 県と、前年の６県 から倍増した。出 生児数は 110 万 8,000 人、死亡者 数は過去最高の１

14 万 2,000 人 だった。14 歳 以下の年少人 口は 1,717 万 6,000 人 で総人 口の 13.5％となり、人数 ・

割合とも過去最低 を更新 。65 歳以上の老年人口は 2,821 万 6,000 人 で総人口の 22.1％を占め、

いずれも過去最高となった。少 子高齢化が世界 1 位のスピードで進展している。 

 

【性 別】 

性 別 の状 況 を見ると、男 性・6,225 万 1,000 人 、女 性・6,544 万 1,000 人 、女性が若 干 多い、

51.2％であった。女性の総 人口 は、統計 を取り始めた１９５０年 以来 初めて減 少に転じた。男 性は４

年連 続で減少した。 

 

【小 規模市町村推 計】 

また、総 務省は 11 日、第 29 次地方制度 調査会（首相の諮問機関）専門小委員会に２０３５年時

点 での小規 模な市町村数の推計を提 示した。08 年 11 月現 在の市町村数 のままだとすると、人口

の減少により、人 口１万人未 満の市町村数は 30 年前より３割増の 626 団体 で全体の 35.1％、人

口 5,000 人未満は同６割増の 369 団体で 20.7％をそれぞれ占めるようになる。推 計は、国立 社会

保障 ・人口問題研 究所の将来人 口推計と 05 年国勢 調査を基に、市町村数 を 08 年 11 月 1 日現

在の 1,782 団体のまま一定と仮定して行った。それによると、人口１万人未満の市 町村数は、05 年

の 482 団体から 35 年には 626 団体と 29.9％増加 。このうち、5,000 人未満の団体数は 61.8％増と

急 増 する。都 道 府 県 別 では、05 年 に人 口 １万 人 未 満 の市 町 村 数 が６割 を超 えたのは北 海 道

（63.3％）だけだが、35 年には北海道（73.9％）、高知（64.7％）、長野（63.0％）と 3 道県に増える。 
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以上 参照：「総務 省統計局」より http://www.stat.go. jp/data/jinsui/2008np/index.htm 

 


